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大
阪
労
働
局

（
桑
島
靖
夫

局
長
）
は
、
大
阪
危
険
ゼ
ロ

先
取
運
動
の

一
環
と
し
て
十

四
、
十
五
の
両
日
、
大
阪
市

内
及
び
泉
南
な
ど
大
阪
府
下

の
計
十
四
現
場
を
対
象
に
建

設
現
場
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
す
る
。

昨
年
の
大
阪
府
下
に
お
け

る
労
働
災
害
に
よ
る
死
亡
者

は
全
体
で
九
十
九
人
と
な

り
、
前
年
に
比
べ
二
人
減
少

し
た
も
の
の
、
都
道
府
県
別

で
は
最
多
．
業
種
別
で
も
建

設
業
は
、
三
十
五
人
と
他
業

種
と
比
べ
て
最
も
多
く
な

っ

て
い
る
。
今
年
に
入
っ
て
労

働
災
害
に
よ
る
死
亡
者
は
九

月
二
十
日
現
在
、
全
体
で
五

十
二
人
で
、
昨
年
同
期
に
対

し
九
人
の
減
少
に
と
ど
ま

っ

て
い
る
状
況
下
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け

今
回
、
大
阪
労
働
局
幹
部
が

二
日
間
に
渡
り
、
建
設
現
場

で
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
、
現
場
に
お
け
る
労
働
災

害
防
止
対
策
の
徹
底
を
指
導

す
る
も
の
。

十
四
日
の
初
日
は
、
大
阪

市
中
央
区
の
大
阪
合
同
庁
舎

第
二
号
館
八
階
で
出
発
式
を

行
い
、
第

一
班
―
五
班
に
分

か
れ
て
各
班
が
市
内
の
二
現

場
を
担
当
し
計
十
現
場
を
パ

ト
ロ
ー
ル
。
十
五
日
は
第
六

―
第
九
班
が
、
各

一
現
場
計

四
カ
所
を
担
当
す
る
。

ま
た
、
府
下
の
計
十
三
労

働
基
準
監
督
署
も
十
月
か
ら

十

一
月
に
か
け
て
管
内
の
建

設
現
場
及
び
製
造
現
場
等
の

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
こ

と
に
し
て
お
り
、
建
設
現
場

の
所
長
や
、
製
造
現
場
の
安

全
管
理
者
に
「
安
全
宣
言
」
を

そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
て
貰
い
、

災
害
防
止
の
意
識
高
揚
を
図

る
方
針
。
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で
進
め
て
い
る
。

月
５
日
付
で
紹
介
一

「地
産
地
消
型

ル
の
発
想
を
掲
げ
、

を
生
か
し
た
環
境
一

一
つ
の
ビ
ジ
ネ
ス
，

り
立
た
せ
る
努
力
一

い
る
。」
こ
れ
な
ど

ア
Э
菊
か
し
ヨ
く
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福 永 支 社 長 (左 )か ら各 社 代

表 に 感 射状 が 贈 られ た

都市再生機構面日本
~t~社

20年度優良施工業者表彰

都
市
再
生
機
構
西
日
本
支

社
は

一
日
、
大
阪
市
城
東
区

「座
り
込
み
は
会
員
業
者
に

よ
る
も
の
で
は
な
く
、
関
係

じ
で
ハ
ろ
と
思
わ
れ
る
の
よ

災
〓
協
定
は
水
害
な
ど
の

発
生
時
、
復
旧
工
事
の
協
力

‐こ
つ
／、
て
市
年
蒻
会
支
部
が
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本 日は、お忙 しい中、表彰 式に ご出席 を賜 り、有難 うこざい ます .

ただ今、 当機構 の平成 19年度 の工事 におき ま して、特に l・ 秀な

成績を収め られた方 々に対 しま して 、感謝状 と記念 品を贈呈 させ

ていた だき ま した。 本 国の表彰 は、 ひ とえに、 皆様 方の 日頃か ら

の技術力 の研鑽 の賜物で あ り、 工事 に対す る熱意 の表れ と深 く感

謝 の意を表す る ところで ござい ます。

さて、私 ども UR都 市機構西 日本支社 におき ま して は 、オDが国

を代表す る プ ロジ ェク トで ある大 阪駅北地 区を は じめ、吹 田操車

場跡地地 区な どの各地 区にお き ま して、 関西活性化 のお役 に立て

る新 しい まちづ く りに全力を挙 げて取 り組んでい ます。 また地方

都市 にお き ま しても、 中心 市街地 活性化 な どの地域 の課題 に対応

した、まちづ く りのお手伝 いを させていただいてい る ところです。

今後 と趾良 きパー トテー hしヽ

都 市 再 生 機 構 西 日本 支 社 理 事 。支 社 長 福 永 I マ青

21万戸を超 える賃貸住宅 につ きま して は、安全 。安 心 ・快 適な

暮 らしの確 保を 図る と同時 に、少子高齢化 が進 むな かで、活気 あ

ふれ る団地 の構築をめざ して さ まざまな取 り組 みを行 うな ど 、居

住環境 や居 住者サー ビスの向上 に努 めてお ります。

さ らにニ ュータウ ン事業 につ き ま しても、 「彩都 Jや 、今春 ま

式
典
に
は
、
福
永
清
理
事

。
支
社
長
を
は
じ
め
支
社
幹

部
が
顔
を
揃
え
、
施
工
各
社

の
代
表
、
現
場
所
長
ら
が
出

席
。
品
質
や
安
全
な
ど
に
優

秀
な
成
績
を
収
め
た
精
鋭
二

十
四
社
の
代
表
に
福
永
支
社

長
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
が

贈
ら
れ
た
。

福
永
支
社
長
は

「
西
日
本

支
社
で
は
、
我
が
国
を
代
表

す
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

。
大
阪

駅
北
地
区
を
は
じ
め
、
吹
田

操
車
場
跡
地
な
ど
関
西
活
性

化
の
街
づ
く
り
を
進
め
て
い

る
」
と
前
置
き
。

「
着
工
か

ら
竣
工
に
至
る
ま
で
地
元
協

議
や
調
整
に
誠
意
を
も
っ
て

表
取
締
役
は

「

取
り
組
む
と
と
も
に
、
効
率

が
続
い
て
い
る

的
な
工
程
管
理
な
ど
に
た
い

受
賞
を
契
機
ル

ヘ
ん
苦
労
さ
れ
た
。
今
後
と

研
鑽
に
励
み
、

も
私
ど
も
の
良
き
パ
ー
ト

な
る
よ
う
努
力

ナ
ー
と
し
て
、
引
き
続
き
支

い
」
と
決
意
キ

援
を
賜
り
た
い
」
と
激
励
。
　
あ
と
支
社
長
キ

まヽ
た
受
賞
者
を
代
表
し
て

撮
影
が
行
わ
ね

坂
上
信
明
昭
和
造
園
土
木
代
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ドあた か も 正` 論 、の如 くな

5は生 活 に必 要 な道 路 一 つ

斤宮 の トンネ ル 開通 式 )

支 社 長 を 囲 スプで 晴 れ の 記 念 撮 影


